
地
区
社
協
の
第
二
八
回
総

会
が
今
年
も
対
面
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
で
あ
る
代

議
員
、
監
事
、
市
社
協
関
係

者
、
新
役
員
等
の
の
二
八
名

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

副
会
長
の
司
会
で
始
ま
っ

た
総
会
は
会
長
挨
拶
の
後
、

議
長
に
審
議
が
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
四
回
目
と
な
る
椿

議
長
の
几
帳
面
で
落
ち
着
い

た
進
行
ぶ
り
が
光
り
ま
す
。

総
会
は
質
問
も
な
く
坦
々

と
議
事
進
行
し
ま
し
た
。
退

任
役
員
の
紹
介
の
後
、
今
期

で
担
当
を
外
れ
る
市
社
協
の

中
川
地
区
担
当
か
ら
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
三
年
間
の
担

当
を
踏
ま
え
て
「
厄
介
な
事

も
あ
っ
た
が
、
意
慾
的
で
活

発
な
地
区
と
い
う
印
象
が
強

く
、
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い

う
想
い
の
こ
も
っ
た
コ
メ
ン

ト
で
し
た
。

事
業
計
画
案
で
は
生
田
前

会
長
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
「
自
主
財
源
で
あ
る

会
員
会
費
の
会
員
数
の
拡
大

策
も
含
め
た
計
画
的
な
取
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と

い
う
組
織
の
存
続
に
関
わ
る

前
向
き
な
提
案
で
し
た
。

今
回
の
総
会
で
は
通
常
の

議
案
以
外
に
規
約
改
定
が
あ

り
、
二
自
治
会
の
地
区
社
協

へ
の
派
遣
定
数
の
変
更
や
対

象
地
区
の
丁
目
毎
の
区
長
選

任
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
本
郷
会
長
代
行
の

「
総
会
で
承
認
さ
れ
た
社
協

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
機
能
の

強
化
や
そ
の
た
め
の
重
点
課

題
実
現
に
向
け
て
取
組
み
た

い
」
と
の
閉
会
挨
拶
が
あ
り
、

十
一
時
三
〇
分
頃
に
総
会
を

終
え
ま
し
た
。

（
地
区
社
協
会
長

日
高
）
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地
区
社
協
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
機
能

第
二
八
回

総
会

今
期
は
交
流
点
づ
く
り
の
断
念
と
い
う
残
念

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
拠
点
づ
く
り
を

通
じ
て
大
切
な
教
訓
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
活
動
に
は
自
治
会
等
の
地
域
の
縁
で
結

ば
れ
た
”
地
縁
組
織
”
と
、
つ
ど
い
場
等
の
志

で
結
ば
れ
た
”
志
縁
組
織
”
が
あ
り
ま
す
。
交

流
拠
点
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
活
動
の
担
い
手

が｢

地
縁
組
織｣

か
ら｢

志
縁
組
織｣

へ
シ
フ
ト
し

て
い
く
流
れ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

他
方
で
、
地
区
社
協
の
最
近
の
事
業
部
活
動

の
多
様
化
と
活
性
化
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
各
事

業
部
が
テ
ー
マ
を
持
っ
て
様
々

な
事
業
や
活
動
に
着
手
し
た
一

年
で
し
た
。
地
縁
組
織
で
あ
る

地
区
社
協
が
志
縁
組
織｣

的
性
格
を
強
め
て

い
る
こ
と
の
現
れ
と
受
止
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
新
年
度
の
基
調
を
“
多
様
性
を
包

み
込
む
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
”
と
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動
の
基
本
理
念
と
し
て
「
多
様

性
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
多
様
な
世
代
、
多

様
な
意
見
、
多
様
な
活
動
、
多
世
代
交
流
等

の
多
様
性
を
受
止
め
包
み
込
む
寛
容
さ
が
大

切
で
す
。

地
区
社
協
は
「
地
域
福
祉
に
関
わ
る
人
と

活
動
と
情
報
が
自
由
に
行
き
交
う
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
」
と
い
う
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

役
員
、
協
力
員
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

百
人
も
の
皆
さ
ん
の
自
発
的
参
加
に
支
え
ら

れ
た
組
織
で
す
。
志
縁
組
織
的
性
格
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
念
頭
に
、
志
を
持
っ
た
自

主
的
活
動
が
重
視
さ
れ
発
揮
さ
れ
る
組
織
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

｢

地
縁
組
織｣

か
ら｢

志
縁
組
織｣

に

会
長
挨
拶

【
応
援
内
容
】

●

「
広
報
」
に
つ
い
て
地
区

社
協
広
報
紙
で
の
記
事
掲
載

や
チ
ラ
シ
配
布
等
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

●
「
活
動
費
」
に
つ
い
て
一

件
に
つ
い
て
上
限
二
万
円
を

限
度
に
助
し
ま
す
。
（
活
動

費
は
、
会
場
代
、
物
品
購
入

費
、
広
報
や
資
料
の
コ
ピ
ー

や
用
紙
代
、
講
師
代
等
が
対

象
で
す
）

※
事
前
に
申
請
書
と
事
後
に

領
収
書
添
付
の
報
告
書
を
提

出
頂
き
ま
す
。

【
適
用
除
外
】

次
の
場
合
は
助
成
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

①
法
令
や
条
例
な
ど
に
違
反

す
る
内
容
を
含
む
場
合

②
営
利
、
政
治
活
動
、
宗
教

活
動
を
目
的
と
す
る
場
合

③
特
定
の
個
人
や
団
体
の
み

が
利
益
を
受
け
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
場
合

④
そ
の
他
、
地
区
社
協
が
不

適
切
と
判
断
し
た
場
合

【
支
援
の
手
順
】

●
応
募
窓
口
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。
電
話
〇

七
八ｰ

九
〇
四ｰ

四
五
七
六

●
事
務
局
か
ら
応
募
者
に
連

絡
し
、
支
援
内
容
の
打
合
せ

の
上
、
必
要
書
類
を
お
渡
し

し
ま
す
。

“
子
育
て
世
代
に
も
「
ふ
れ

あ
い
喫
茶
」
に
来
て
貰
い
た

い
”
と
い
う
地
域
交
流
部
長

の
渡
邉
さ
ん
の
思
い
を
執
行

委
員
メ
ン
バ
ー
で
実
現
し
よ

う‼

と
、
今
回
初
め
て
『
休

日
開
催
の
ふ
れ
あ
い
喫
茶
』

を
企
画
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
開
催
日
時
は
五
月

五
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら

四
時
、
場
所
は
北
六
甲
台
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ａ
室

と
決
め
ま
し
た
。

打
合
せ
の
段
階
で
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
の

隠
れ
た
特
技
に
驚
き
の
連
続
。

初
め
て
の
企
画
で
、
コ
ロ
ナ

禍
明
け
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
中
に
ど
れ
だ
け
参
加
し
て

貰
え
る
か
と
不
安
を
抱
え
た

ぶ
っ
つ
け
本
番
で
し
た
。
蓋

を
開
け
る
と
不
安
を
吹
き
飛

ば
す
二
二
家
族
、
大
人
三
一

名
、
中
学
生
か
ら
幼
児
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
二
四
名
も
の

参
加
。
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る

と
六
九
名
と
嬉
し
い
賑
わ
い

で
し
た
。
役
員
・
協
力
員
メ

ン
バ
ー
も
心
配
し
て
来
場
、

賑
わ
い
に
華
を
添
え
て
頂
き

ま
し
た
。

当
日
の
会
場
の
様
子
を
私

の
目
線
で
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
受
付
横
に
は
立
派

な
兜
（
と
て
も
重
た
い
）
が

飾
ら
れ
、
そ
の
右
に
は
“
竹

細
工
の
と
ん
ぼ
”
が
木
の
枝

に
や
じ
ろ
べ
え—

の
よ
う
に

絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
で
止
ま
り
、

時
折
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
そ

の
横
で
は
キ
ル
ト
作
品
の
額

内
の
“
鯉
の
ぼ
り
”
が
会
場

を
優
し
く
眺
め
て
い
ま
す
。

“
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
”
は
大
盛

況
で
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い

思
い
に
玩
具
と
戯
れ
、
音
の

出
る
ピ
ア
ノ
シ
ー
ト
で
迷
演

奏
（
大
人
も
童
心
に
返
り
参

加
）
。
年
配
者
の
手
ほ
ど
き

で
、
コ
マ
回
し
に
も
子
ど
も

た
ち
が
挑
戦
。
大
人
と
ゲ
ー

ム
版
に
熱
中
し
て
い
る
子
も

い
ま
す
。

道
路
側
の
壁
面
中
央
に
は

今
回
新
調
し
た
“
鯉
の
ぼ
り
”

を
背
景
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
ゴ

ム
鉄
砲
で
的
当
て
（
一
点
か

ら
四
点
、
一
発
逆
転
の
十
点

の
的
が
用
意
さ
れ
、
七
点
以

上
で
景
品
ゲ
ッ
ト
で
す
）
。

大
人
気
で
列
を
な
し
て
順
番

待
ち
。
ゴ
ム
鉄
砲
は
酷
使
さ

れ
製
作
者
は
修
理
に
大
忙
し

で
す
。
子
ど
も
は
回
数
を
重

ね
る
た
び
上
達
し
、
十
点
の

小
さ
い
的
に
も
当
て
、
会
場

の
皆
さ
ん
か
ら
の
大
拍
手
で

大
喜
び
で
す
。

最
後
は
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
。

大
人
に
は
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
、

子
ど
も
た
ち
に
は
ジ
ュ
ー
ス
、

お
菓
子
も
戴
き
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
を
バ
ッ
ク

に
楽
し
げ
に
お
話
が
弾
ん
で

い
ま
す
。

多
世
代
交
流
の
入
口
が
微

か
に
見
え
る
、
そ
ん
な
一
日

で
し
た
。
（
事
務
局

北
村
）
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初
め
て
の
試
み
「
子
ど
も
の
日
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」

地
域
活
動
支
援
制
度
を
導
入

地
区
社
協
は
、
今
年
度
か
ら
「
地
域
活
動
支
援
制
度
」
を
導

入
し
ま
し
た
。
地
域
の
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
高
齢
者
福
祉
、
子

育
て
や
障
が
い
者
支
援
、
街
づ
く
り
等
の
地
域
福
祉
活
動
を
支

援
し
、
活
動
と
人
材
と
情
報
の
繋
が
り
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

地
域
の
有
志
が
、
地
域
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
、

広
報
の
手
立
て
が
な
い
、
費
用
負
担
が
大
変
等
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
地
区
社
協
は
そ
ん
な
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
で
き
る

よ
う
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

地
区
社
協
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
機
能
（
地
域
に
開
か
れ
た
人

と
活
動
と
情
報
の
土
台
）
の
具
体
化
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
や
っ
て
み
た
い
を
応
援
し
ま
す
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担当 氏名

広報部 ◎小出 晴浩 子育て支援部 ◎鈴木 緑

久慈 薫 （ともだちつくろう） 久慈 薫
去川 真澄 山迫 由美
蔦原 道久 西村 清子
白谷 悦子 高橋 いずみ
小林 和泉 安齋 律子

神田 聡史 北村 美代子

研修部 ◎本村 継男 高橋 さち子

竹田 勝 磯江 裕美
生田 收 募金事業部 ◎山脇 のり子
椿 泰夫 家元 純子

◎渡邉 文子 去川 真澄

地域交流部 岩瀬 まゆみ 平田 久美子
（ふれあい喫茶・北六甲台） 上田 幸代 井澤 淳子

永田 辰雄 森川 頼子

荻野 キミ子 障がい者支援部 ◎井上 さち子

小池 博子 松山 佳代子

高橋 貞義 鈴木 緑
友田 毅

（ふれあい喫茶・上山口東） ○山本 喜代子
松山 佳代子 高齢者福祉部 ◎築紫 豊
鹿島 恵 渡邉 文子
松岡 照美 岡部 文夫
横瀬 道代 湯浅 薫
西尾 路子 井上 武夫
高田 美智子 藤本 隆

配布担当協力員 山口 年代 木割 敏男 常本 リサ子
◎は部長 〇は責任者 西庄 登久子 大岸 和幸 松山 恭子
水色の地紋は協力員 武藤 志津夫 盛田 幸恵 神田 俊成

2023年度 北六甲台地区役員・協力員名簿
担当 氏名 担当 氏名

会 長 日高 昭夫 事務局長 北村 啓子

会長代行 本郷 克子 会計 中野 陽子
副会長 築紫 豊 ボランティアセンター長 井上 さち子

井上 さち子 監 事 網本 四郎 井澤 淳子

１区長 北村 啓子 ３区長 小出 晴浩 ５区長 中野 陽子 7区長 家元 純子

２区長 鈴木 緑 ４区長 渡邉 文子 ６区長 家元 純子 ８区長 松山 佳代子

事業部

◎ 井上 さち子 井澤 淳子 日高 昭夫 枡野 惠次
鈴木 緑 大岸 和幸 小出 晴浩 渡邉 文子
本郷 克子 中野 陽子 築紫 豊 松山 佳代子

ボランティアコーディネーター

区長

初
日
は
毎
週
月
曜
日
に
開

催
し
て
い
る
障
が
い
者
広
場

「
青
い
空
」
へ
子
ど
も
達
が

参
加
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
講
師
に
な
っ
て
利
用

者
の
方
と
一
緒
に
石
鹸
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

二
日
目
、
三
日
目
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
所

日
に
合
わ
せ
子
ど
も
が
過
ご

せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
。
休

憩
は
「
ぬ
く
も
り
カ
フ
ェ
」

で
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と
一
緒
に
お
茶
と
お

や
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

最
終
日
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
「
読
み
聞
か
せ

＆
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
紙
芝
居
や
大

型
絵
本
で
子
ど
も
達
を
楽
し

ま
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
で
は
大
人

も
交
え
て
三
チ
ー
ム
で
ゲ
ー

ム
を
し
、
最
後
は
三
チ
ー
ム

同
点
と
な
る
白
熱
し
た
試
合

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

わ
ず
か
四
日
間
の
『
こ
ど

も
の
い
ば
し
ょ
』
で
し
た
が
、

子
ど
も
達
は
何
度
も
「
楽
し

い
！
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。こ

の
言
葉
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
次
の
『
こ
ど
も
の
い

ば
し
ょ
』
を
検
討
中
で
す
。

（
子
育
て
支
援
部

鈴
木
）
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主
に
共
働
き
家
庭
の
児
童
が
放
課
後
や
長
期
休
み
を
過
ご
す

場
所
で
す
。
北
六
甲
台
小
学
校
の
育
成
セ
ン
タ
ー
の
対
象
は
三

年
生
ま
で
で
（
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
六
年
生
ま
で
）
新
四
年

生
は
春
休
み
の
中
四
月
一
日
か
ら
は
育
成
セ
ン
タ
ー
へ
は
行
け

ま
せ
ん
。
北
六
甲
台
に
は
他
に
受
け
皿
も
な
く
、
こ
の
事
は
新

四
年
生
の
親
御
さ
ん
の
大
き
な
悩
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

へ
の
不
安
の
声
が
市
社
協
に
届
き
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

地
区
社
協
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
『
こ
ど
も
の
い
ば
し
ょ
』
作
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

育
成
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

子
ど
も
の
居
場
所
を
開
設

春
休
み

読
み
聞
か
せ
＆
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

「
手
こ
ね
石
鹸
」
作
り

ぬ
く
も
り
カ
フ
ェ
で
の
ひ
と
と
き

●子ども達が地域の中で楽しく過ごした様子を聞き、とても嬉しいです。長

期休みの中の子どもの事は働くお母さん達によって切実な問題です。毎日でな

くても、一日中でなくても、このように地域の中に子どもの居場所がある事は

助けになると思います。（真鍋さん・元育成センター指導員）

●普段は大人だけの静かな「青い空」に小学生が参加し、とても楽しい一日で

した。子どもの居場所を新たに作るのは中々難しいかもしれませんが、今回の

ように、今ある地域の集い場やボランティアセンターを活用する形で少しずつ

子ども達の居場所を増やしていけたら良いと思いました。

（井上さん・ボランティアセンター長）

●新四年生を対象にする読み聞かせは、今回初めてなので喜んでくれるか気に

なりましたが、読み聞かせ前半の紙芝居の後、手遊びを全員ですると皆笑顔に

なり、後半からの大型絵本や紙芝居も集中して聞いていました。読み聞かせ後

のボッチャも一緒に遊んで楽しい時間を過ごせました。

（Yさん・読み聞かせサークル）

●未就園児を連れての参加でしたが、小学生のお姉さんお兄さんに沢山遊んで

もらって楽しそうでした。参加した子ども達が「明日もまた来るね！」と楽し

みにしてくれたのが印象的でした。やはり家で一人で留守番をすることより、

こうした時間が子どもにとっても充実しているのでしょうね。

（Ｆさん・子育てサークル）

●三年生の娘を連れて参加しました。四年生の子ども達の中で一人だけ学年が

違うので、最初は戸惑っていましたが、二日目、三日目と一緒に過ごす内に仲

良くなり楽しそうでした。親も家では中々ゆっくり関わってあげられないので、

このような機会も良かったと思いました。（Ｋさん・地域ボランティア）

●同じ地域に暮らしていても今までは「知らない人」だったのが、こういった

場に参加して「知っている人」になれたら、困っているところに遭遇しても迷

わず手を差し伸べることができるようになると思いました。学校や家庭以外に

も、安心できる場所や頼れる人がいるといいですね。

（Ｓさん・地域ボランティア）

ボランティアの皆さんの感想


